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今冬は、新潟・富山を始め各地で記録的な大

雪となりましたが、能登・金沢だけは前年より

も少なく、１／３程度という話も聞きます。

その雪もどうやら峠を越えたようで、一気に

気温が上昇し、ポカポカと温かい日差しが降り

注ぐ日もでてきました。

そんな２月の最終日曜日、人生初のゴスペル

コーラスで、ステージに立ちました。場所は、

金沢駅前の石川県立音楽堂邦楽ホール。本来

は、歌舞伎・伝統芸能の演奏・演舞に使用され

る設計で、桟敷席があったり、１階席と２階席

の間には提灯照明があるなど、純和風のホール

ですが、プロの舞台監督の元、本格的な音響・

照明で素晴らしいステージに仕上がりました。

プロの方から約一ヶ月かけて、４回ほどご指

導・調整を頂きながら、総勢２００余名の大

コーラスの一員としての参加でした。

学生の頃、男子寮で受けた３日３晩徹夜の寮

歌指導。そのクライマックスは、新旧あわせて

百数十名の寮生の声が完全に調和して響き渡る

最高の瞬間でした。ゴスペルのステージに立っ

て、思いっきり熱唱していると、その経験がフ

ラッシュバックのように思い出されました。ゴ

スペルも旋律を正しく歌うと、音に厚みが無く

なり、聞いていて迫力が無いそうです。それぞ

れが多少音程を外れても、思い思いに力一杯歌

うことの方がゴスペル的だと何度も念を押され

ました。

そしてそれは、寮歌もほぼ同じです。ゴスペ

ルは、集会が一切許されなかった黒人奴隷の人

たちが、唯一集うことが許された教会での仲間

との賛美歌合唱から始まっています。成立の背

景も、民族も全く異なる寮歌とゴスペル。その

両者の意外な共通点に、感慨深い体験でした。

春はもう目の前です。（は）

編集室から

このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。

その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。

少子化で年々開催が難しくなる

村の青年団による春祭り

能登・薬師の里にて

by hama
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濱
の
つ
ぶ
や
き

『

黎
明

』

街
づ
く
り
、
村
お
こ
し
、
特
産
品
開
発
、
起
業
支
援
…
。
こ

れ
ら
を
始
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
に
お
呼
び
頂
く
。
街
や
村
を

良
く
し
た
い
。
新
し
い
特
産
品
や
ツ
ー
リ
ズ
ム
メ
ニ
ュ
ー
を

開
発
で
き
な
い
か
。
そ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
起
こ
し
た
い
…
。
言
葉
と
切
り
口
は
異
な
る
が
、
こ
れ

ら
の
願
い
・
志
の
根
底
に
は
、
あ
る
共
通
す
る
想
い
が
籠
め
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
「
倖
せ
に
な
り
た
い
」
と
い
う
あ
る
意
味
、
人
間

の
根
源
的
な
欲
求
で
あ
る
。
具
体
的
な
倖
せ
感
は
、
人
に
よ
っ

て
異
な
る
。
だ
が
、
万
人
に
共
通
す
る
「
倖
せ
観
」
を
見
出
し
、

そ
の
充
足
を
心
掛
け
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

自
ず
か
ら
成
功
す
る
に
違
い
な
い
…
。
そ
れ
は
、
こ
の
会
社
を

立
ち
上
げ
た
根
幹
的
動
機
だ
っ
た
。

元
々
「
十
年
一
区
切
り
」
と
さ
れ
る
街
づ
く
り
・
村
お
越
し

事
業
を
始
め
、
商
品
寿
命
を
永
く
保
つ
た
め
に
は
、
時
代
が
変

わ
っ
て
も
容
易
に
変
わ
ら
な
い
哲
学
性
・
思
想
性
が
根
底
に

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
確
信
し
て
き
た
。
そ
れ
な
く
ば
、
一
過

性
・
そ
の
場
し
の
ぎ
の
街
・
村
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
流
行
の

波
間
に
浮
き
沈
み
す
る
商
品
開
発
競
争
に
、
身
を
投
げ
出
す

こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
余
力
は
、
当
時
か
ら
既
に
こ
の
国

の
地
方
に
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
も
あ
っ
て

か
、
自
ず
か
ら
探
求
は
深
く
な
っ
て
ゆ
く
。

さ
ま
ざ
ま
な
本
を
読
み
、
噂
を
聞
き
つ
け
て
は
色
々
な
人

毎
年
中
小
零
細
企
業
が
減
少
し
、
せ
っ
か
く
始
め
た
ベ

ン
チ
ャ
ー
や
若
い
起
業
家
も
一
年
以
内
に
消
え
て
い
る
こ

と
が
多
い
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
自
分
の
腕
一
本

で
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
起
業
を
望
む
活
き
の
イ
イ
女
子
も

い
る
わ
け
で
す
。

今
か
ら
五
年
前
、
私
は
公
務
員
か
ら
独
立
起
業
し
ま
し

た
。
「
人
、
モ
ノ
、
金
は
無
か
っ
た
け
ど
会
社
を
作
り
ま
し

た
」
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
私
の
場
合

そ
れ
に
加
え
て
「
経
験
、
知
識
、
情
報
、
人
脈
、
時
間
」
ま

っ
た
く
無
し
。
人
か
ら
「
そ
れ
で
よ
く
起
業
し
よ
う
と
思
っ

た
ね
」
と
呆
れ
ら
れ
ま
す
。

自
分
に
あ
っ
た
の
は
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
熱
い

思
い
と
、
前
職
時
代
に
誰
も
や
っ
た
こ
と
が
な
い
事
を
成

功
さ
せ
た
と
い
う
小
さ
な
自
信
だ
け
。
自
信
を
持
て
た
の

は
周
り
の
人
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。

最
近
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
話
を
す
る
時
「
三
・
一
一
以
降
」

と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。
二
〇
一
一
年
を
表
す
漢
字

は
【
絆
】
で
し
た
。
人
と
の
つ
な
が
り
や
誰
か
の
役
に
立
つ

こ
と
に
価
値
が
あ
る
と
気
づ
い
た
か
ら
で
す
ね
。

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
は
貧
し
い
人
に
「
あ
な
た
は
た
っ
た
ひ

と
り
の
大
切
な
人
」
と
語
り
か
け
寄
り
添
う
こ
と
で
孤
独

と
い
う
一
番
ひ
ど
い
病
気
を
癒
し
た
そ
う
で
す
。
し
か
も
、

「
自
分
に
で
き
る
わ
ず
か
な
こ
と
を
し
た
だ
け
」
と
。

自
分
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
人
の
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き

る
の
だ
ろ
う
…
。

も
ち
ろ
ん
彼
女
の
よ
う
な
生
き
方
は
真
似
で
き
ま
せ
ん
。

が
、
ま
っ
た
く
何
も
無
い
と
こ
ろ
か
ら
起
業
し
た
経
験
と
今

の
時
代
に
合
っ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
で
起
業
し
た
い
女

子
の
困
っ
て
い
る
こ
と
を
解
決
す
る
お
手
伝
い
が
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

大
事
な
こ
と
は
目
の
前
の
人
の
幸
せ
を
一
番
に
考
え
る
こ

と
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
相
手
が
喜
ん
で
く
れ
る
か
を
知
る
。

こ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
限
ら
ず
、
恋
愛
を
含
む
人
間
関
係
す
べ

て
に
お
い
て
共
通
す
る
こ
と
で
す
。

実
は
私
、
起
業
一
年
目
に
大
失
敗
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら

学
ん
だ
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
も
っ
と
先
に
知
っ
て
お
け

ば
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
年
は

自
分
が
中
心
と
な
っ
て
有
益
な
仲
間
つ
く
り
を
す
る
と
ビ
ジ

ネ
ス
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
よ
う
な
お
話

も
ラ
ン
チ
会
か
ら
始
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
し
良
か
っ
た
ら
い
っ
し
ょ
に
学
び
、
金
沢
で
一
番
イ
ケ

テ
ル
女
子
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

に
逢
い
に
行
っ
た
。
か
れ
こ
れ
十
数
年
に
な
る
。
万
人
に
共
通
す

る
「
倖
せ
観
」
を
探
す
旅
は
、
時
に
は
「
人
は
何
故
生
ま
れ
た
の

か
？
」「
何
を
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た
の
か
？
」
と
い
う
問
い
に

も
重
な
る
。
こ
こ
ま
で
来
る
と
、
も
は
や
哲
学
・
思
想
の
世
界
を

放
浪
す
る
こ
と
に
な
っ
て
ゆ
く
…
。

そ
の
衝
撃
的
な
出
逢
い
の
一
つ
が
、
十
五
年
程
前
。
地
域
資
源

を
商
品
化
す
る
（
株
）
四
万
十
ド
ラ
マ
だ
っ
た
。
現
在
社
長
の
畦

地
氏
と
は
社
員
の
頃
か
ら
の
付
き
合
い
に
な
る
。
彼
ら
は
、「
物

を
売
る
の
で
は
な
く
、
山
の
暮
ら
し
の
智
恵
を
共
有
す
る
」
と
い

う
。
そ
の
特
徴
あ
る
商
品
は
、
デ
ザ
イ
ン
で
物
語
を
籠
め
、
語
ら

せ
て
い
る
。
こ
の
出
逢
い
以
降
、
講
演
・
セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
作
り

手
の
想
い
を
伝
え
る
物
語
の
無
い
商
品
は
、
売
れ
な
い
」
と
断
言

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
後
、
全
国
各
地
で
四
万
十
ド
ラ
マ
と
、

そ
の
商
品
の
物
語
性
を
、
あ
た
か
も
宣
教
師
の
よ
う
に
ひ
た
す

ら
紹
介
し
続
け
て
き
た
。

彼
ら
に
は
、
師
匠
が
い
る
。
彼
ら
の
商
品
化
思
想
を
支
え
る
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
梅
原
真
氏
で
あ
る
。
二
月
末
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
仕
事
の
流
儀
で
、
氏
の
番
組
が
放
送
さ
れ
た
。

畦
地
氏
と
は
、
各
地
で
逢
い
、
共
に
研
修
な
ど
も
開
催
し
て
き

た
。
そ
し
て
、
出
逢
っ
た
日
と
同
じ
よ
う
に
大
酒
を
呑
む
。
そ
の

度
に
、
彼
の
師
の
話
が
で
る
。
一
度
も
面
識
を
頂
い
て
い
な
い

が
、
古
い
お
付
き
合
い
の
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。
い
つ
の
日

か
、
お
目
に
か
か
れ
る
機
会
が
訪
れ
る
の
だ
ろ
う
。
出
逢
う
必
要

が
あ
る
人
と
は
、
必
ず
逢
う
事
が
で
き
る
。

寄
稿
『
女
性
限
定
！
』

ル
ー
チ
ェ
ワ
ー
ク
株
式
会
社
代
表
取
締
役

近
藤
真
紀
子

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

(

こ
ん
ど
う

ま
き
こ

)

金
沢
市
出

身
。
二
〇
〇
六
年
日
本
郵
政
公
社
を

退
職
後
、
三
ヶ
月
で
会
社
設
立
、
現

職
就
任
。
貸
し
会
場
検
索
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
【
会
場
ナ
ビ
】
を
運
営
中
。

ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
「
人
と
の
つ
な

が
り
方
」
を
重
視
し
た
実
践
的
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
を
展
開
予
定
。



ちょっと、いやかなり怒っています。

何故かというと現在1歳6か月の娘を保育園に入れられないことにです。

かみさんも4月から職場復帰しなければならないのに、入れる保育園が見つ

かりません。認可・認証保育園はもちろん、補助金も出ない無認可の保育室

すら中々見つからない状況です。

ここ数年話題になっている「待機児童問題」というやつです。私が住んで

いる東京都目黒区はまさに日本で最も待機児童率が高いエリアで、今回の入

園に関する申込み倍率も3倍近かったようです。周りの友人たちも大半が落

選をしている様子です。

さて、そこで思う事。『本気で少子化対策考えているの？』です。晩婚

化、若年層における低所得率の増加、結婚に対する価値観の変化など少子化

の原因は多々ありますが、まずは子供が1人いる夫婦にもう１人産んでもら

うことが少子化対策としては優先順位が高いと言われています。となると、

働くというQOLを維持しつつ、子供を育てるには『保育園』というハード

がどうしても不可欠です。幼稚園と保育園の運用一体化も縦割り行政の軋轢

で遅々として進まず、少子化担当大臣なんて「今はだれが?」という感じで

す。片や反面、これらを事業として捉えるならば、市場 (子供) が縮小してい

る以上、最適規模にダウンサイジングするのは当然のことです。過去の私も

国の公共・福祉事業に対してはそういう考え方でした。無駄に税金は使って

ほしくない。でも福祉サービスは充足してほしい。なんてワガママなんで

しょう。

そこで一案、「老人子供の福祉事業一体化」はどうでしょう。高齢化社会

の現在は地域のあらゆるところに、デイサービスなどの福祉施設が存在しま

す。また都市では核家族化の進行で、世代間交流の希薄さが問題となってい

ます。「待機児童」の受け皿として「高齢者福祉施設」を活用する。子供を

世話する担い手として高齢者を活用し、「生きがい」と「ふれあい」を創出

する。具現化に向けては、様々な法的・セクショナリズム的問題はあるので

しょうが「今ある資源を有効に活用する」という観点で考えれば妙案かもし

れません。

会社再建を通じて多くの弁護士と出会った。「綺麗に破産しろ」と言う弁護士。「困

難な道のりだが代理人として手続きを支援する」と言ってくれた弁護士。そして子会

社の係争や親会社の誕生でも別の弁護士にお世話になった。一分の隙もない論理性

の持ち主ばかりだったが、最もお世話になった弁護士チームはマルチタスクとタフ

ネスさで、どんな高性能チップも敵わないと思う。そして、彼らの正義は微塵も揺ら

ぐことなく中央に君臨し、我々と債権者を含む全ての関係者はそこに導かれていっ

たのである。

弁護士の正義とは、あくまで法に照らした正義であり、一般的な道徳観や個人の感

情とは一線を画する。ある債権者に「従業員にも責任がある」と言われた際の弁護士

の言は強烈だった。「一般社員は投資事業の失敗に何ら関わっておらず、かつ、その

件を含めた会社の経理について御社より知り得る立場にないが、御社は、既に給与

カットを受け入れている一般社員に、貸し手責任以上の責任を課すことが合理的と

いう考えか」。唯一、私が債権者に対して怒りを覚えた場面であったが、この一言で

すぐに冷静さを取り戻した。また、怒り心頭の別の債権者の前では「民事再生を行う

に理想的なモデルケース」とまでサラリと明言し、同席した私は頷く訳にもいかず、

ひたすら恐縮するしかなかった。クラクラするような見事なまでの論理性に陶酔し

つつも、債権者に対して多大な迷惑をかけていることを、常に頭に置いておかねばと

言い聞かせる日々であった。

こういう過酷な場面以外にも、民事再生手続申立直後1週間、チームの一人が私の

隣席に常駐し、本社や支社で起こるあらゆるアクシデント対応をして頂いた。例え

ば、申立とともに弁済禁止の保全命令※1が裁判所より出されたが、これに反して支社

で支払ってしまった315円を回収するという荒業。これもクラクラした。

思い起こせば、初顔合わせは10/5のことであった。訪れた事務所は日本を代表す

るビルの23階、眼下には東京駅。断られたら後がない破産寸前の我らに、彼らが一

縷の正義を見出してくれた。一気に連帯感が高まったのは緊急事態が発生した

10/24。国交省から業務継続の意思があるかと言われ※2、焦る我らに冷静沈着な彼

ら。最強のバックアップに必死で応えていると、いつの間にかあり得ないスピードが

出ていた。

そんな彼らも、飲み会では個性あふれるキャラが顔を出す。純白のコートで登場

するボス、隙だらけの御曹司、私生活がまるでイメージできない女弁護士、315

円を回収した理詰めのウィニングイレブンマスター。素顔も最強のチームだった。

※1：税金、給料、光熱費等事務所維持費、備品リース料を除き、申立日前日の10/25までの

原因に基づいて生じた債務の弁済及び担保の提供が禁じられた。債権者を平等に扱うこと

が民事再生の基本にある。

※2：某銀行から当社の国交省からの受託業務を対象とした仮差し押さえが入った。これによ

り、当初は11/4申立を予定していたが急遽10/26に早めた。

浮き草のごとく２9 福井県立大学 地域経済研究所 江川 誠一

『 会社再建の当事者として（弁護士チームの正義） 』

『 ほんとに少子化対策する気はあるの？ 』

株式会社GARBAGE代表 川畠 嘉浩



版」がわずか3回かアー。

でも、作ることをやめようとは思わなかった。あるものを使って作ろうと考え

た。かつて父はコンクリート二次製品を製造販売していた。小生は中学一年の時か

ら腰が痛むのをがまんして仕事を手伝わされていた。だから、製品のサイズは体を

通して頭に入っている。

裏庭に転がっているＵ字溝と甲蓋、境界ブロックを使え

ばできるだろうと頭の中に絵を書いた。Ｕ－240を3個、

2種の甲蓋を4枚、150角の境界ブロック8本これが使っ

た材料だ。なにせＪＩＳ規格なのでサイズが揃った形にな

る。

松本さんの手を借りた。まずはクッションになる土を盛

り、3本のＵ字溝を水準器でチェックしながら水平に据え

る。その上に甲蓋、境界ブロックを重ね、完成まで30

分。工場製品だから重ねたときの隙間は殆ど生じないの

で、モルタルによる目地は設けていない。上に並べた境界

ブロックをずらすことで排煙もできる。重いコンクリート

の躯体だから一度暖めればなかなか冷えず蓄熱効果も高

い。ただ、高温になると割れるかもしれないが、ひび割れ

程度なら何ら問題はない。

こうしてできたずぼらな石窯に火を入れた。快調に木が

燃える。木の火を見ているのは結構楽しい。昔、釜戸の火

を見て薪を燃やしていた頃を思い出す。その内に境界ブ

ロックから湯気が出てきた。吸っていた水分が蒸発し始め

たのである。火を入れてからそろそろ一時間だ。生地から

つくったピザベースにピザペーストを塗り、輪切りした

ピーマン、たまねぎ、サラミそしてピザ用のチーズをふり

かけ、早速窯に入れた。

チーズが泡を立て溶けてきた。ピザの渕も茶色に色づい

てきた。5枚ほど立て続けに焼いてみた。徐々に調子が上

がり最後はしっかりカリッとしたピザが焼きあがった。

「結構、いけるじゃん」集まった10人ほどの口に次々と

放り込まれていった。まだまだ熱があったのでさつま芋を

入れておいたら、しっかり石焼芋になっていた。

本格的な石窯は250度程の温度になり、ピザは数分で

焼きあがる。当石窯は10分近くかかった。窯の高さ300

ｍｍが少し高いようだ、入り口からの温度低下を防ぐため

の蓋も必要だ。改善を重ね、盛大にピザパーティーを開い

たいものだ。

「でも、それってコンクリート窯じゃないの？」まあ硬い

こと言わずに一度お越しくださいませ。

『富士の国から ～大魔神のたび～ 』

石釜をつくるの巻 静岡県職員 溝口 久

このところ拙宅で開くそば会には、浜松市役所職員で高専時代の後輩の斎藤君が

料理人として手伝ってくれている。その彼が昨年末「石窯を作りませんかねえ、で

きあがればピザを焼くんですけど」「お、面白い！作ってみようか」

早速、ネットで作り方を見てみると耐火煉瓦をアーチ状に組んだ力作が紹介され

ていた。かなりの日数と費用がかかっていそうな石窯だ。かつて、バーベＱ炉を4

日間かって作ったことがある。それよりはるかに日数がかかりそうだ。他にももっ

と簡単なものも紹介されていたし、石窯キットの販売もあった。もっともそれは

30万円もするようなものだった。

そば打ち師匠の松本さんが石窯を作ったことを知ってい

たので、早速氏の石窯を見に斎藤君と連れ立って行った。

この日のために我々が到着する一時間前ほどから火入れを

し、窯の中は熱くなっていた。氏の窯はコンクリートブ

ロックを重ね台として、その上に大谷石を組合せて作られ

ていた。目地には普通は耐火モルタルを使うのではある

が、氏は塗り壁に使う土を使っていた。不要になったとき

に簡単に壊せるからだと言う。

大谷石は熱に強いが、水を含むから熱したときに割れる

心配がある。そこで屋根が架けられている。窯を熱くする

ために木を燃すわけだが、石窯は直火で調理するのではな

く熱くなった窯の輻射熱で調理をすることになるから、火

がある木を外に出すか、隅に置いて調理スペースを確保す

る必要がある。氏の窯は下にスペースに落とすようになっ

ていて、窯の温度を維持する仕掛けになっている。かなり工夫された労作である。

用意されたピザ生地にピザペーストを塗り、サラミ、ピーマン、たまねぎにチー

ズをトッピング。窯の中に放り込むと、じきにチーズが溶け出し、生地の縁が焦げ

てきた。5分ほど完成、その場ですぐにほおばった。熱々のカリッとした下地のピ

ザは美味かった。

普通のレンガ、コンクリートブロック、安く入手した大谷石、煙突ぐらいが購入

したものであり、数万円で作った勘定だろう。何も、耐火煉瓦をアーチ状に積むこ

ともない、確かに大谷石を組み合わせるアイディアはいただきだ。

早速、家に帰ってきてからネットで大谷石を調べていた。家族に石窯を作る

ぞーって言ったら、娘からは期待の声が、妻からは「何回、使うと思っている

の！」。その一声で我に返った。松本さんに「ところで、今日で使うのは何回目で

すか？」と恐る恐る尋ねたところ「構想から完成まで5年間、気が向いたとき、材

料が揃ったときにボチボチ作ったからね。できて2年経つけど使ったのは3回

目。」「え、2年で3回目ですか！」「ガウディーのサグラダファミリアの石窯


